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下大静脈後尿管を伴う男性尿道憩室結石の1例

神戸市立中央市民病院泌尿器科(部 長=松 尾光雄)

野 々村 光生,金 岡 俊雄,添 田 朝樹,松 尾 光雄

 ANTERIOR URETHRAL DIVERTICULAR STONES AND 

RETROCAVAL URETER IN  MALE  : A CASE REPORT AND 

       REVIEW OF LITERATURE IN JAPAN

Mitsuo Nonomura, Toshio Kanaoka, Asaki Soeda

and Mitsuo Matsuo

From the Department of Urology, Kobe City General Hospital

   A case of diverticular stones in the male anterior urethra with retrocaval ureter is reported. 
   A 26-year-old man visited our hospital for examination, who had experienced spontaneous stone 

discharge a few days earlier. Computed tomographic (CT) scan with ureteral catheterization and 
urethrography revealed a retrocaval ureter and urethral diverticular stones. Resection of urethral 
diverticulum with 7 stones and right ureteroplasty were performed. The urethrography and drip 
infusion pyelography (DIP) 9 months after operation showed no abnormal findings. The largest 
stone was  28x  22x  20  mm in size and  20  g in weight. The main components were ammonium dihy-
drogen-urate (70%), carbonate apatite and struvite. Histological feature of the epithelium of the 
urethral diverticulum indicated normal skin with hairs. Pathological diagnosis was para-urethral 
dermoid cyst. Our case is the 67th case of the male urethral diverticular stones and the first case 
of those with retrocaval ureter in Japan. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 721-724, 1992) 

Key words: Urethral diverticular stones, Paraurethral dermoid cyst, Retrocaval ureter, Urinary 
           tract infection, Cryptorchidism

緒 言

男子尿道憩室は,比 較的稀な疾患である.無 症状に

経過する場合もあるが,感 染,結 石,痩 孔形成をきた

す場合もある.わ れわれは,下 大静脈後尿管を有する

26歳男子で先天性の真正尿道憩室に結石を合併してい

る症例を経験 し,尿 管形成術,尿 道憩室切除術を施行

し,経 過良好であるので報告する.

症 例

患者:26歳,男 性,会 社員

初診:1990年2月6日

主訴:尿 道不快感 尿路結石 自然排石2回

家族歴:特 記すべき事項な し

既往歴=生 後4ヵ 月時,腸 重積に対す る手術既往

と,11歳 時,両 側停留精巣にて両側精巣固定術の既往

がある.

現病歴ll990年1月20日 排 尿困難を自覚し,某 院に

て尿道憩室結石,右 水腎症の指摘を受けた.5日 後に

尿中に自然排石1個 を認め,自 覚症状は消失したが,

精査を希望して1990年2月5日 に当院泌尿器科を受診

した.

現症;149cm,50kg.栄 養状態良好.両 側鼠径部に

精巣固定術によると思われる癩痕を認め,陰 嚢中央部

(陰茎根部)に 鶉卵大,石 様硬の腫瘤を触知 した.

臨床検査所見:尿1蛋 白陰性,糖 陰性,尿 沈査には

検鏡強拡大1視 野あた り赤血球20,白 血球10,細 菌少

々を認めた.尿 細菌培養:E.coli104.血 液学的検査,

末梢血生化学検査,血 清学的検査では異常所見を認め

なかった.

尿道膀胱鏡所見=尿 道括約筋から約8～9cm遠 位,

6時 の方向に憩室の開 口部が見られ,結 石の一端を確

認できた.膀 胱内には異常所見はみられなかった.

レントゲン検査所見1排 泄性尿路造影(DIP)に て

第4腰 椎上縁まで右水腎 ・水尿管症を認めた.尿 管カ

テーテルを右尿管に留置してのCTscanに て,下 大
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Fig.1.DIPandCTscanwithureteralcatheterization.IVC:inferiorvenacava,

AO:aorta,U:ureter,bigarrowshowstheureteralcatheter.Attheheight

ofthe4thvertebra,therightureterdeviatesmedlallybehindtheinferior

venacava,windingaboutitandcrQssinginfrontofitfrommedialto

Iateraldirection.

静脈の後方に右尿管が回 り込 んでい るの がわか り

(Fig.1),下 大静脈後尿管のための右水腎水尿管症と

判断された.尿 道造影では,尿 道括約筋から約8～9

cm遠 位に鶉卵大の結石形成を伴う憩室像 を認 めた

(Fig.2).

治療および経過'下 大静脈後尿管と尿道憩室結石症

の診断にて,1990年3月10日 に当病院に入院の上,3

月15日 に,狭 窄部尿管を1部 切除 し,下 大静脈の前面

で尿管端々吻合する右尿管形成術を施行 した.ま た,

陰嚢皮膚切開により,尿 道憩室壁を憩室内結石ととも

に除去し,尿 道を,粘 膜,尿 道周囲組織,陰 嚢皮膚の

3層 に縫合閉鎖した.尿 道憩室壁上皮は肉眼的には正

常皮膚に酷似 しており,毛 も認められ,病 理組織診断

は傍尿道皮様嚢腫であった(Fig.3).結 石は全部で7

個あ り,黄 褐色,表 面平滑で最大のものは28×22×

20mm,20gで あ った.赤 外線分光分析によると結石

主成分はammoniumdihydrogen.urate(70%)で

あ り,そ れにcarbonateapatiteとstruviteの 混合

した結石であった.術 後経過は良好であ り,同 年4月

20日 に退院 となった.術 後9ヵ 月時のDIPで は右水

腎 。水尿管症は軽快 しており,尿 道造影では尿道憩室

や結石の再発,お よび尿道狭窄は見られない.

襲

Fig.2.
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Urethrographyshowsthediverticulum

attheanteriorurethrawithshadow

dcfectduetostonesinit.

考 察

尿 道 憩 室 は,男 女 を 問 わ ず比 較的 稀 な疾 患 で あ る.

以前 の本 邦 の報 告 で は,女 子 の方 が男 子 よ りも稀 だ と

い われ て いた が1),doubleballooncatheterを 使 用
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して のposlt1vepressureurethrographyに よ り女

子尿 道 憩室 の発 見 率 が 増 加 し,最 近 の報 告 では,男 子

の方 が 稀 だ とされ て い る2)ま た,結 石 を 伴 うも のは

前部 尿 道 で45%,後 部 尿道 では41%と いわ れ て い る3)

南3),向 田4),横 山5),吉 田2),原6),小 柴7)ら の集 計 の

うち男 子尿 道 憩 室 結 石 症 例 とは 判定 し難 い,斯 波,森

脇 ら,栗 田 らに よ る報 告 の3例 を除 外 し,同 一 症 例 の

2重 報 告 と思わ れ る4例(浅 井(1952)と 谷 口(1953),

照蒸ぎ欝
際を依ゾ 竃 拶 菱.

嚢鉱藷
Fig。3.HistologicalfeatureQftheremoved

urethraldiverticulum.Thetopof

the且gureistheinsidesurfaceofthe

divertlculum,Basalcel[s,melanocytes,

SqUamOuSCelllayers,granUlarCell

layerandhornylayerarefound.The

collagen£bersandsmoothmuscles

arealsofoundunderthem.Those

五ndingsareexactlyIikenormalskin・

Arrowindicatesthecrosssectionof

thehair.
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田崎(1962)と 東 福 寺(1962),山 際(1966)と 横

山(1971),原(1987)と 近藤(1987)ら の 報告 はそ

れ ぞれ 同一 症 例)を そ れ ぞれ1例 と し て,そ の 後

の 報 告(徳 山(1981),武 市(1989) ,上 野(1990),

黒 川(1990)ら)を 加 え る と,男 子 尿 道 憩 室結 石 の本

邦 報告 例 は66例 あ り,わ れ わ れ の報 告 は67例 目に当 た

る.

Fig.4は これら67例 の初診時の年齢分布を,先 天

・後天性の別と発生部位別に示したものである.概 し

て20歳 代から70歳 代まで幅広 く分布するが,前 部尿道

憩室結石の初発年齢は高齢になるほど減少傾向がみら

れ,後 天注あるいは後部尿道の憩室結石は,20歳 代か

70歳代 まで発症頻度に著明な差異を認めない.Table

lは 男子尿道憩室結石の本邦報告例を,先 天性,後 天

性の別と発生部位別(前 部尿道か後部尿道か)に 分け

て纒めたものである.総 じて前部尿道の方が報告例が

多く,後 部尿道のものは後天性の方が頻度が高い.後

天性男子尿道憩室結石(32例)の 原因としては尿道炎

(8例),外 傷(7例),経 尿道的手術(4例)の 報告

が本邦では比較的頻度が高い,後 天性尿道憩室は,壁

が線維性組織からなる仮性憩室である場合が多 く,先

天性尿道憩室は,憩 室壁が尿道全層からなる真性憩室

であるとされている2).し か し,こ の真性尿道憩室も

感染を繰 り返して組織が癩痕化すると仮性憩室と区別

がつかなくなる場合がある.

真性尿道憩室の成因については,1)胎 生期の尿道腺

の拡大(場 合により扁平上皮化生),2)尿 道側管の閉

鎖拡大,3)尿 道海綿体の発育不全,4)胎 生期,尿 道壁

閉鎖時の上皮細胞の尿道周囲組織による捕獲あるいは

皮膚組織の迷入(尿 道壁閉鎖が不完全だと尿道下裂に

症例数

30

25

20

15

10

5

1

尿道憩 室 ・先天 性か後天性 か 症例数30

25

20

15

10

5

1

尿道憩室結石の部位

、2

3

1難景掴

19

.2

11

9

O-1920-3940-5960-7980一 年齢(歳)0-1920-3940-5960-7980一 年齢(歳)

Fig.4.Theagedistributionofthecasesoftheurethraldiverticular

stonesinJapan・
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Tablel,Thetableofthecasesofthe

urethraldiverticularstonesin

Japanclassifiedaccordingto

theportionofdiverticulaand

genesis(congenitaloracqui・

red).Thedivcrticularstones

inanteriorurethraaremore

frequentlyreportedthanthose

intheposteriorone.The

acquiredcasesaremorethan

congenitalonesinposterior

urethra.

先 天 性 後 天性 不 明 計

(例)(釧)(例)〔 例)

前部尿道19

後部尿道7

不 明0

20

10

2

3

3

3

42

20

5

計 2632 9 67

なる),5)傍 尿道皮様嚢腫の尿道への開通等諸説があ

る4・5).われわれの症例では憩室は前部尿道に あって

憩室壁が皮膚の全層と同様の所見であ り(Fig.3),尿

道壁閉鎖時の上皮細胞の尿道周囲組織による捕獲ある

いは皮膚組織の迷入,ま たは,傍 尿道皮様嚢腫の尿道

への開口したものと考えられたが,い ずれ も前部尿道

の真性憩室に属すると判断される,

67例 中,結 石成分の記載のあるのは31例 あり,そ の

うち燐酸塩を含むもの28例(90%),carbonateapa-

titesやstruvite等 の 尿路感染の結石形成への関与

が強く示唆されるものは15例(48%)で ある.わ れわれ

の症例でも赤外線分光分析結果から結石成分はam-

moniumdihydrogen-urate(70%),carbonateapa-

tite,struviteで あ り,尿 路感染 によって形成された

結石 と判断された.

本症例が,下 大静脈後尿管や停留精巣等,他 奇形を

合併 していることを考慮すると,先 天性の前部尿道憩

室に感染が加わって結石形成をきたしたものと考えら

れる,

6号1992年

治療法については,尿 道憩室が小さく,憩 室壁が厚

く,尿 道海面体が保たれていて支持組織が充分にあれ

ば,TURの 適応があるが8),本 症例のように憩室が

大きく,憩 室と陰嚢皮膚との間に支持組織が充分にな

い場合は憩室摘除術が適切と思われる.

結 語

下大静脈後尿管と尿道憩室結石を合併する26歳 男性

の症例を経験し,尿 管部分切除術,尿 管端々吻合術,

憩室内結石を含む尿道憩室切除術を施行 した.術 後経

過は良好である.

尿道憩室の病理組織診断は傍尿道皮様嚢腫で あ っ

た.憩 室内結石は成分か ら尿道感染によるものと判断

された,

男性尿道憩室結石は本邦が67例 目であ り,下 大静脈

後尿管を伴う症例の報告は他にない.
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